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1. 肺の異聖腺彊様逼形成のモノクローナリティ

仁保誠治｛内科学第二）

［背景］簡の異型線麗様過形或（AAH〕は細気管支

蹄胞上度癌（BAG〕の前癌病変である可能性が示唆さ

れている。

i対象と方法］女性の蹄癌切詮材料において構理組

織学的に AAHを認めた 7症部を対象とした。 AA耳，

BAG，細気管支上度北性の細鞄を rnicrodissectionし，

ヒトアンドロゲンレセプター遺伝子の PCRを仔い，

女性X染色体のランダムなメチルイとによる不活化を指

標としたクローナリティ解析を行った。

［結果l5症例が inforτnativeであった。 AAH10病

変， BAG7病変iますべてモノクローナルのパターン

を示し，正常騎はポリクローナルであった。 BAGに

連続する AAHは， 2症傍いずれも BAGと同ーのモ

ノクローナルのパターンを示した。反応性病変と考え

られている繕気管支上度化性は2請変いずれもポリク

ローナルであった。

i結論］ AAHはモノクローナルな増殖を示してお

り， AAHが BAGの爵癌病変であることが示唆され

た。

2. Transcriptionally Targeted In Vivo Gene Therapy 

for Carcinoembrionic Antigen-Producing Adena-

carcinoπla 

｛的 vivoにおける癌胎克性誌震産生謀癌に対する

鰻臆特異的遺伝子治療）

小西 太（内科学第二）

緩胞種特異的腫蕩増殖持続を目的に，癌給見性抗原

(CEA）プロモーターの使用を検討。

CEAプロモーター，サイトメガロウイルス（CMV〕

プロモーターにより単純ヘルベスウイルスのチミヂン

キナーゼ， Laczを発現するアデノウイルスベクター

(AdCEATK, AdCEALacZ, AdCMVLacZ〕を構築。

CEA産生，非産生揺胞での Lacz発現やガンシクロピ

ル（GCV)感受性を invitro，仇 vivoで検討。また，

in vivoでの隣接効果も検討。 11-6のプロモーター活

性の増強効果も検討。

CEAプロモーターで CEA産生細胞に強い Lacz発

現を認めた。 AdCEAT豆で CEA童生纏聴に強い GCV

感受注が導入され，腫蕩増殖抑艇を認めた。導入細胞

比率10～30%でも隣接鶏果による麗蕩増殖抑制を認

めた。 11-6で CEAプロモーター活性の増強効果を認

めた。

3. Association ofβa-Adrenergic Receptor Gene 

Polymorphism with Insulin Resistance in Japanese-

American Men 

（日系米人男性における β3アドレナリン受容体遺

伝子多聖とインスリン抵託性の需｛系〉

河村智一（内科学第二）

ハワイ島在住日系米人男性を対象としβ3アドレナ

リン受容体遺伝子の Trp64Arg遺諒子多望と把満，イ

ンスリン抵抗性との関連がライフスタイルの欧米先に

よりいかに影響を受けるか検討した。

全体の本遺伝子異常 allele出現頼度は0.18であり E

本人と詞様であった。対象を酎糖能加に分類して解析

したところ， IGT群においてのみ本遺缶子変異を有す

る群で空腹時 IRI, 2持関 IRIおよび HOMAが正常群

に辻し有意に高笹を示したが，本遺｛云子変異と思満と

の関連は明らかではなかった。また BMIが24.1以上

の非糖家病者において検討したところ，空襲時 IRI,

2時詞 IRI,HOMAに加えウエストヒップ比が本遺伝

子変異群で有意に高鐘を示した。

以上より脂肪票取の増加などライフスタイルの歌未

化により，日本人男性においては糖課病発症前の設階

で本遺伝子変異の存在することによりインスリン抵抗

性が増大する可能性があると考えられた。

4. 1. Protective effects of pretreatment with 

Ginsenosides on cardiac and coronary vascular 

function after hypothermic rat heart preserva・

tion 

（ラット心低温保存後の心機能友び冠血警機能

に対する Ginsenosides前処置の保護作用）

2. Beneficial effects of Ginsenosides of stems 


